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令和８年２月定例教育委員会　議事録

 
日　　時 令和８年２月１８日（水）　午前９時００分　～　１０時２５分まで

 
開催場所 文化センター　２階　研修室

 

出 席 者

（教育委員） 

教　育　長　山口　和良　　　教育長職務代理者　萩原　奈津季 

委　　  員　石田　利久　　　委　　  　    員　八髙　泉（欠席） 

委　　  員　河合　乘信 

（事務局） 

事務局長　　　米沢　弘幸　　教育総務室長　田子　彰吾 

学校教育室長　井堀　尊義　　生涯学習室長　廣橋　美和 

教育総務室　　岸　　美和子（書記）

 
傍 聴 人 　無し

 

議　題

議案第２号　令和８年第１回吉岡町議会定例会提出予定議案（予算）の作成に対す

る意見について 

議案第３号　令和７年度末県費負担教職員（管理職）人事の内申について 

議案第４号　令和８年第１回吉岡町議会定例会提出予定議案（専決処分の報告）の

作成に対する意見について 

報告第１号　令和７年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報

告書（素案）について

  

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

【１．開会】 

これより令和８年２月定例教育委員会を開会する。 

○１月定例会の議事録について 

　　　→　異議なく、原案のとおり承認 

 

【２．議事録署名委員指名】 

河合委員と萩原職務代理を指名 

 

【３．教育長報告】  

　Ⅰ　①吉岡中 LDX(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ DX)公開授業（1/27）及び県教委主催生成ＡＩ活用授業

公開（2/5）に参加して 

　　　　吉中の先生方が情報端末を個別最適、協働的な学びの充実に向けた授業

改善のため、その機能の有効利活用に挑戦する姿が見られ勇気づけられ

た。「挑戦し、その結果改善すべきところは改善する」先生方の気持ちは、

私を含め今後教委事務局全体としても持ち続けたい。 
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河合委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　②三津屋古墳シンポジウム～なぜ八角形墳が吉岡町に!?～（2/11）に参加して 

　　・講師：右島和夫氏（群馬県文化財保護審議会委員、元県立自然史博物館館長） 

廣瀬覚氏（奈良文化財研究所飛鳥資料館　古墳壁画室室長） 

　　　　　　川尻秋生氏（早稲田大学文学学術院教授） 

　　　　　　高橋人夢（吉岡町文化財センター主事） 

　　・前橋市の総社古墳群と吉岡町の南下古墳群の共通性からこの地域が広域的

な政治的連携の中にあった。 

　　・畿内の八角形墳や高松塚古墳という当時の「国家の中心」の地に創られた

古墳の規格や築法から見えてくる「権力の中枢」との繋がりと吉岡町とい

う特異性。 

　　・文献や伝承資料を通した「かみつけ」と中央の権力者を視野においた被葬

者像 

　　・以上の３点から三津屋古墳が単なる「珍しい形のお墓」というだけでなく

畿内の中央政権と極めて密接、かつ特別な関係を持っていたことを雄弁に

物語る「歴史の証人」であることが浮き彫りになったと感じた。 

 

Ⅱ　経過報告 

　各種式典、会議に参加。 

　 

　Ⅲ　今後の予定（主なもの） 

　　　　3/2～19　第２回町議会定例会 

　　　　3/13　中学校卒業式 

　　　　3/24　小学校卒業式 

 

（質疑・意見） 

　　吉中の LDX を参観した感想を少し述べさせてもらう。 

　　私が昔から知ってるベテランの先生と少しお話をさせていただいたが、若い先生

方と年配の先生方とのギャップがあるかと思っていたが、そういうギャップが少な

く、年配の先生も一生懸命に情報端末に向き合って授業をしていきたいという強い

意志を感じ、素晴らしいと感じた。 

　　ただ少しもったいないと思ったのが、せっかく情報端末を活用して学びができて

いるのに、友達と情報共有するときになかなか恥ずかしくて自分の意見をすぐに友

達に伝えられない。せっかくいい意見を考えてもそれを発表する場というか、環境

がもっと生まれてくると、学びがさらに進化してプレゼンというか、そういうもの

がもっと盛り上がっていってもらえるといいと思う。 
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 教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

石田委員 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

石田委員 

 

 

学校教育室長 

 

ここで議事に入る前に、議事の公開の是非について諮る。 

教育長提出議案のうち、議案第２号及び議案第４号については、今後行われる町

議会提出予定の議案に関わることであり、現時点では意思決定過程にあると認めら

れるため、また議案第３号については、今後の学校人事に関わることであることか

ら議事を非公開とすることが適当であると思われる。議案第２号・第３号・第４号

について、議事を非公開とすることについて 

　　 

　　　→　異議なし 

 

議案第２号・第３号・第４号については、議事を非公開とし、日程第６事務局報

告の後に行う。 

 

【４．議事】 

○報告第１号　令和７年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価報

告書（素案）について 

〈議題大要〉 

　　・令和７年度の教育委員会の事務について点検し、学識経験者（評価委員）の意

見を付けて報告を行うもので、実施方針は４月定例会にて決定した。 

　　・令和７年度教育行政方針により７４事業について、実施状況と各担当の評価を

記載したもの。これに評価委員に助言指導をいただき、次回の３月定例会にて

完成版を提出し、公表に至る。 

　　・昨年教育委員から意見をいただき、今年度から設定できるものについては、目

標値を定めその結果を達成値として表示し、それを踏まえて評価を行った。 

 

（質疑） 

　　評価（Ａ：拡充、Ｂ：継続、Ｃ：見直し、Ｄ：廃止）について、昨年はＤ（廃止）

がゼロであったが、今回は４件ある。事業効果と問題点を勘案した結果だと思われ

るが、説明願いたい。 

 

　　17「学校保健保健指導・衛生管理・新型コロナ感染症対策の充実」に関しては、

主に新型コロナウイルス感染症対策というところであったので、今後必要ないと判

断したもの。 

 

　　特にコロナに関してということは承知した。ただ感染症と言えば今、インフルエ

ンザも拡大しているのでその点はいかがか。 

 

　　この項目に関してはコロナ関係であって、インフルエンザはこれまでも日常的に

対策を行っている。 
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学校教育室長 

 

 

石田委員 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

学校教育室長 

 

 

石田委員 

 

学校教育室長 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

石田委員 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

　　24「児童生徒の暴力被害防止の取組」に関しては、今年度 CAP 研修を実施し充実

していたが、非常に残念であるが来年度はそれが叶わないため。 

 

　　予算の関係もあるかと思われるが、評価のところで CAP 職員に児童が悩み相談に

行っているなど担任教諭に言えないこともあると思われ、そういう意味でも外部の

人と話しなどができればと。せめてＣ（見直し）ぐらいが良いのでは。 

 

　　他のところでもやっているのでＤ（廃止）ではなく、Ｃに該当するとも思えるの

で、再度検討し直したい。 

 

　　36「生理の貧困対策」に関しては、他の予算で対応ができているということで廃

止との評価である。 

 

　　補助が廃止ということで、学校の保健室などに用品を置くことは継続か。 

 

　　それは継続である。 

 

　　47「子育て支援ファイル『わが子と歩む』の活用」に関しては、町健康福祉課健

康づくり室等と一緒にファイルを作成し配布していたが、実際にはあまり使われな

くなってしまった。母子健康手帳で同様の内容があったり、就学前に調査を行った

りしているので、健康づくり室とも相談し廃止とした。 

 

　　承知した。 

 

　　私から少し補足するが、いろいろな事業を始めるときは必要性があったり意義が

あったりして始め、その効果を見ながら縮小や廃止を考える。一番断腸の思いだっ

たのが、CAP 研修。効果があるので是非やりたいが、町全体を考えるとどうしても

やめざるをえない事業が出てくる。なかなかご理解いただけないかもしれないが、

ご理解いただければと。 

 

【５．協議】 

（１）卒業式の告辞 

　　　今回、町長の祝辞は壇上で述べる。教委の告辞は紙面配付。 

　　　　→ 意見・質疑なし、原案を承認。 

 

【６．事務局報告】 

（１）令和８年第１回吉岡町町議会臨時会の議決報告について 
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事務局長 

 

 

 

 

 

教育総務室長 

 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

学校教育室長 

 

河合委員 

＜大要＞ 

　　・令和７年度一般会計補正予算可決 

 

（質疑なし） 

 

（２）学校関係の工事について 

＜大要＞ 

　　・町立小中学校３校のネットワーク改善工事を現在進行中。工期は 3/31 まで。 

　　・吉岡中学校校庭の外トイレ洋式化（女子トイレ６基中１基が洋式化済み。今回

２基目の洋式化を行う。）を発注。工期は 3/31 まで。 

　　・明治小学校の南側道路沿いの桜の木を倒木の恐れがあるので２本伐採、１本剪

定を３月中に行う。該当樹木には、注意喚起の看板を設置済み。 

 

（質疑・意見） 

　　　桜の木の剪定伐採について、最近倒木での事故が増えている。ぜひ今一度気を

付けて見ていただき、子ども達はもちろん、道路側の車や歩行者へも配慮しなが

ら伐採剪定していただきたい。 

 

（３）令和７年度要保護・準要保護児童生徒の追加認定件数について 

＜大要＞ 

　　・１月の追加認定なし 

総認定数１２１名 

（質疑なし） 

 

（４）吉岡町立学校の教育職員の業務量管理・健康確保措置実施計画（案）について 

＜大要＞ 

　　　１月から教員調整額が４％から５％に上がり、それに伴い教員の処遇改善と働

き方改革を同時に進めるということで、当該計画を公表することが義務付けられ

ているため、令和８年４月公表を目指し作成中である。今回案を提示し、教育委

員の質疑等を受けて次回定例会で上程したい。 

 

（質疑） 

　　　保育園でも処遇改善があり、学校とスタイルが違うかもしれないが、残業時間

を規定時間までに収めないとこのパーセンテージがもらえないということか。 

 

　　　そこまでは求められていない。 

 

　　　では、目安にできていれば、そのパーセンテージが全員一律に計上されるとい
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学校教育室長 

 

河合委員 

 

 

学校教育室長 

 

河合委員 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

 

 

河合委員 

 

 

 

 

学校教育室長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

萩原職務代理 

 

 

 

 

うことか。 

 

　　　年に１％ずつ上がり、最終的には１０％まで上がっていく。 

 

　　　上限まで上げていくためには、毎年更新していくものを文科省に提出しながら

要望と予算が合致していくイメージであるか。 

 

　　　基準を満たさないから上げないということまでは求めない予定である。 

 

　　　町として基準ギリギリを攻めるのか、もしくは決まったラインまで下げていく

かどちらを望まれるのか。 

 

　　　この計画ではもちろん数字を示しているが、この数字だけにこだわると例えば

持ち帰り仕事を大量にされたり、町内には居ないが時間制限されるなら仕事への

モチベーションが下がってしまったりする人が出てきてしまうので、そうならな

いように働きがいに関するアンケートも実施しながら並行して進めたいと思っ

ている。 

 

　　　学校へ見学に行く度に先生方の一生懸命さだったり、親身になって子ども達に

向き合ったりしてくれているので、賃金の上げ幅が下がることがなければいいと

思う。その中でも残業ももしギリギリのラインを付けられることができても、評

価や目指しているものとのギャップが生じないようにしていただきたい。 

 

　　　まさに委員がおっしゃったことを思いながら作成している。 

 

　　　国の大きな方針で、給料を上げる。給料上げると残業してもいいよというふう

に普通は考えてしまうが、今回給料を上げるけど、残業ダメ。この両方を両立し

ていくことがねらいで、それを教育委員会が計画を作ってちゃんと責任を持って

取り組みなさいというのが国の考えである。 

本当に難しいことだと思う。長く働いて子供たちのために、明日いい授業する

ために、つい夜中までいろいろやっちゃったというような時代を過ごしてきた者

の意識を変えないとダメである。 

 

　　　この残業というのは、授業準備が主なのか、それとも事務作業的なことも含め

た残業も入っているのか。 

その方１人が本当に残業しなくてはならないのか、例えば他の方が補助しても

いいことがあるのかその辺りを伺いたい。 
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 学校教育室長 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩原職務代理 

 

 

 

学校教育室長 

 

 

 

萩原職務代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長

　　　学校の現状としては、事務作業も含めた時間外の残業がある。今おっしゃられ

た他の人が補助をするというのは、これから大いに進めたいと考えている。　　　

教員というのは、どうしても自分一人で進めてしまうことが多い。それを協力す

れば効率化が図れるので、そういうことも含め計画を進めていきたい。 

　　　また、文科省が公表している業務の分類で、今まで教員がするのが当たり前だ

ったところを地域や専門機関が行ってもよいとされているが、計画を公表するこ

とで、それは教員がやるべきであるというふうになってしまうとなかなか実現し

ないところもあるので、そこを含めていかなければならないところである。 

 

　　　80 時間超過している方は今に始まったわけでなく、なかなか変わらない現状で

果たしてこの計画ができてどれくらいの方に響くのか。超過者を含めて改めて変

えていただかないとなかなか進まない。その辺りが心配である。 

 

　　　おっしゃるとおりである。そこで管理職の具体的な内容だとか、今回学校教育

室長が直接その方と面談するというところまで書き、学校任せにしない。教育委

員会も介入していくことを具体的に明記して公表したい。 

 

　　　承知した。 

 

【非公開】 

○議案第２号　令和８年第１回吉岡町議会定例会提出予定議案（予算）の作成に対す

る意見について 

○議案第３号　令和７年度末県費負担教職員（管理職）人事の内申について 

○議案第４号　令和８年第１回吉岡町議会定例会提出予定議案（専決処分の報告）の

作成に対する意見について 

 

【７．閉会】 

　　以上もって、令和８年２月定例教育委員会を閉会する。 

 

（閉会　午前１０時２５分） 

 

 

 

 

 


